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研究である actin node/aster との相違点を示した。 
 









第 4 章では、第 3 章で開発した Lifeact-TM の一時停留の検出法を用いた、細胞膜近接アクチ
ン plクラスターの検出法を用いて、実際の NRK細胞で計測、解析を行い、アクチン plクラスタ
ーの 66%は細胞膜から 3.5 nm 以内の位置にあることを示した。 
 
 第 5章では、Luoらによる先行研究の actin nodeに局在する分子である、myosin II と filamin 
Aのアクチン plクラスターでの局在の有無を調べ、この先行研究との相違を調べた。これは第 2
章の結果と異なるように見えたが、その要因について、myosin IIの機能に関連して議論した。
さらに、第 2～4 章で見出したアクチン pl クラスターの機能を調べるため、アクチン pl クラス
ターへ局在する分子を 4 種  (N-WASP, cortactin, Tks4, Tks5)  同定し、1 分子イメージング
を用いて、N-WASP, Tks4, Tks5 のアクチン plクラスターにおける滞在時間を調べた。これらの
分子はポドソーム構成分子であったため、ポドソームのアクチン核形成に必須である Arp2/3 の
関与を検討した。Arp2/3の阻害剤である CK-666のアクチン plクラスターへの効果を調べた結 
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節クラスター構造は、細胞膜から 100 nm 以内のアクチン網上で、ランダム運動と一
方向性の運動が混じり合った運動を行い、その運動は、アクチン網の多数の部位で、
ミオシン II モーター分子がアクチン線維を引っ張っていること、かつ Arp2/3 によ
ってアクチン線維の重合が常に起こることで誘起されることを見いだした。  
（２）細胞膜から約 3.5 nm 以内の距離に存在するアクチン線維を検出する方法を
開発した。これは、Lifeact に膜貫通ペプチドを結合させた分子（Lifeact-TM）を細
胞膜に発現させ、1 分子観察する方法である。この方法により、結節クラスター構造
の 66%が細胞膜から 3.5 nm 以内にあることが示された。 
（３）結節クラスター構造には、細胞移動時の基盤となるポドソームの構成タン
パク質分子である Tks4, Tks5, cortactin, N-WASP が集積し、かつ、それらの分子


















に際しては、（平成 30 年 3 月 31 日までの間）当該論文の全文に代えてその内容を要
約したものとすることを認める。 
要旨公開可能日：   平成 30 年 3 月 31日以降 
